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近世公家住宅 に お け る数寄屋風書院 に つ い て

そ の 1．一 院御所に つ い て一

正 会 員　北 野 隆
＊

　 は じ め に

　本論文 は ， 近世住宅に お け る数寄屋風書院に 関す る 研

究 の
一部で あ り， 先 の 「近世武家住宅に お け る数寄屋風

書院に つ い て J
＊ 1

に続 くもの で ある 。 そ こ で 時代範囲を

数寄屋風書院の 要素が現われ始め る と考え られ る慶長期

（1600 年頃 ） よ り，各要素が出 尽 くす と考え られ る宝永

期 （1700 年頃） 迄とする 。 こ の 様に時代を限定する と ，

御所関係 で は禁裏に は数寄屋風書院は 見 られ ず，本稿で

は院御所に つ い て 取扱 い
， 主 に殿舎構成 と数寄屋風書

院 と の 関係 ， 又数寄屋 風 書院の 平面 の特徴な らび に そ の

機能に つ い て考察する もの で あ る。な お 史料 は主 に 宮内

庁書陵部蔵の内匠寮本を使用 して い る 。

　 1．院御所 に おける殿舎構成 と数寄屋 風書院 に つ い て

　慶長度後陽成院御所 か ら延宝度二 次の東福門院御所ま

で 十 四 屋敷 の 主要殿舎に つ い て ま とめた もの が表
一1 で

あ り， そ れ を 平面 に 表わ し た もの が 図
一1 で あ る。す で

に院御所 の 殿舎構成に つ い て は ， 平井聖博士 ＊ 2
に よ り基

本的 な構成と して ， 広御所一小御所一書院一常御殿 で あ

っ た事が述べ られ て い る 。 更に こ の基本的な構成をもと

に御所の 規模 の 大小 ， 格式の 上下 な どに よ っ て 殿舎の 省

表一1
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略 が行なわれ て い る。 表
一1，図

一1 の 十 四 の 院御所 の

殿舎構成 は ， 広 御所
一小御所一書院一常御殿，広御所一

書院一
常御殿 そ れ に 広御所一常御殿 の 三 種に分けられ

る。

　（1）　広御所
一

小御所一書院一常御殿

　こ の 殿舎構成に は 入 る 院御所 は，慶長度後陽成院御

所 ， 寛永度後水尾院御所 ， そ れ に 寛文度後西院御所 で あ

る 。 但 し，こ の内慶長度後陽成院御所で は広御所に相当

す る殿舎 と して 対面所 ， 寛文度後西院御所 で は書院に 相

当す る殿舎 と して学問所が存在して い た 。

　 こ れ らの 院御所 の 内，数寄屋風書院の 要素が見られ る

殿舎は ， 寛永度後水尾院御所の書院である。（図一2）寛

永度後水尾院御所は寛永五年 （1628） 二 月 よ り作事 が 始

め られ
＊ s，寛永七 年 （1630）十 二 月 に 竣工 した ＊ ｛

。 指図
＊5

に描か れ る寛永度後水尾院御所の各殿舎は仕様的な記載

は 見 られ ず ， 平 面 の 線 だ け が 描 か れ て い る 。しか し こ の

書院に つ い ては 「隔糞記」 の 寛永十三年 （1635）九月十

入 日の 項 と明暦二 年 （1656） 十
一

月十八 日 の 項 に よ っ て

内部の座敷飾等が判明する 。 それ に よ る と

後陽成院御所

後 縄 院漸 1寛 利 広鰯 柳 所 書 院 常御殿

輔 欟 翻 1寛 剥 緬 所 内々 対 面所 　常 御殿

明 正 院 御 所 1寛 剥 魎 所 書　　院　常御殿

鮴 驢 漸 1寛 剰 広漸 書　　院　常御殿

鶇 照 噺 陣 刻 対醐 内々 対面 所　常御殿

明 正 院 御 所 i寛 　文 　対面所 書 　　院　常御殿

後 西 翩 司 寛 剰 広 蹶 小 蹄 学 問 所 常御殿

後水尾 院御酬 延宝 ・次 1広蹶 常 御殿

東襯 麟 所 延 宝 ・列 対爵 休 息 所　常御殿

明 正 院 鹹 1延 宝 緬 所 御 幸之間　常御殿

鞭 皰 所 睡 到 広御所 書　　院　常御殿

後水尾 院御所　 　延 宝 2 次

東 福門院御所　　延宝 2次

広御所 常御殿

対面所 奥対面 所　常 御殿

＊
熊本大学 講師

　（昭 和 52年 12 月 16 日本稿 受 理 ・
討諭期限 昭 和 54 年 3 月末 日）

　 「……茶堂勧修寺中納言 ， 御書院 ， 御茶屋方々 御飾 ， 驚凡眼

　 者 也。御 書院之 書院 床畳床 違棚之飾 之模 様，池坊 来飾 之也。

　 図略大 形如 此。三 幅一対者牧渓筆歓。中者寒山拾得 ， 両脇龍

　 虎。三 具 足 三 頭共 二 銀子也。奥之 御書院之槻二 有冠棚，色々

　 被飾也 。 大棚 二 有金子之大香炉，有御古筆。」

と記 され，こ の 他
一

間半の 書院床 ， 違棚 の 飾の 図が描か

れ て い る。又 明暦 二 年十一月 十 八 日 の 項 に よ る と

　 於仙洞……（中略）……御茶御振舞被下也 。 於御書院，御振

　 舞御料理 被下也。御 茶者 奥之御床 間，道 沖之 墨 跡 布袋 之 賛 御

　 掛物也。御茶済，各御庭歩行見物 。

と記 されて い る 。

　 こ れ ら の 記録 に よ る と ， 主 室 に は書院床，畳床，違棚

が設けられ，池坊に よ っ て 飾 が行なわ れ た事がわ か る。

更に 奥の 書院に は 冠 棚，又 大棚 も存在 し て い た 。こ の 他

明暦二 年十
一月十 八 目の項より奥の床間の部屋が見られ

る。

　 これ らの 資料を もとに指図 に 示 され る書院を考察す る

と ， 主室 に は 隅上段 ， 畳床 ， 違楓 書院床が設 けられ，

その 南 の 部屋 の
一

問半の 座敷飾は 「隔麌記 」 に図示 され

に書院床に ， そ の 西 の 部屋 は 厂隔糞記」 に記され る奥書

院 と思 わ れ ，鉤形 の 座敷飾 は 冠棚 ， 大棚 と予想され る 。
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図一1−（1）

更 に そ の 北 の 部屋 は 「隔奨記」 に記 され る奥 の 床間 と思

わ れ ，
二 間 x 半間 の 座敷 飾 は床 と考 え られ る 。

　こ の様に寛永度後水尾院御所の書院で は座敷飾に お い

て通常 の 書院造に 比 べ ，各部屋 に数多 く設 けられ ， 又 自

由な配置にな っ て お り，数寄屋風書院 の 要素 が 見 られ

る 。

　（2） 広御所一書院一常御殿

　こ の 殿舎構成 に は 入 る院御所は寛永度東福門院御所．
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図一2 寛永度後水 尾院御 所書院

図一1−（2）

寛永度明正院御所，寛文度後水尾院御所， 寛文度東福門

院御所，寛文度明正院御所 ， 延宝度一次東福門院御所，

延宝度朋 正院御所 ， 延宝度後西院御所，延宝度二 次東福

門院御所，で あ る 。 こ れ らの 院御所 の 内， 寛永度東福門

院御所寛永度明正院御所，寛文度東福門院御所，寛文度

明正院御所 ， 延宝度
一

次東福門院御所，延宝度二 次東福

門院御所 で は広御所に相当す る 殿舎 と し て 対面所 が
，

又寛永度東福門院御所 ， ．寛文度東福門院御所 ， 延宝度
一

次東福門院御所，延 宝度 二 次東福門院御所 で は書院に相

当す る殿舎と して 内々 対面所 ， 休息所， 奥対面所が存在

して い た。

　広御所一書院〒 常御殿 の 殿舎構成 に な る院御所 の 内 ，

数寄屋風書院の 要素 を確認出来 る 殿舎は，寛文度明正 院

御所の書院， 延宝度一次東福門院御所 の 休息所 ， それに

延宝度二 次 の 東福門院御所 の 奥対面所で あ る 。

　寛文度明正院御所は，先の 寛永度造営 の 御所 が万治四

年 （1664）一
月十 五 日の 二 条邸 よ り発 した 火 に よ り， 文

庫，蔵各
一
棟を残 し て全焼す る

＊ee
そ こ で 寛文二 年（1665）

四月 二 十
一

日釿始めが行なわ れ ， 同年十月十九目上棟 ，

同年十
一

月 四 日， 明正院は新造な っ た御所 に 移徙が行な

われ て い る 。 こ の期の 書院なる殿舎は主室と次の 間か ら

な っ て い た ＊ ’

。 （図一3）主室 は 三 間 x 三 間 の 広 さで ， 東

北隅 に 六 畳 の 隅 上 段が設け られ ，隅上段 の 東側に は櫛形

花欄 間付 の 問 ロ
ー

問 の 付書院 と半 間 の 棚 が 配 され ， 北側

に は 間 口二 間 の 床 ， 又下段に は違棚が配 され て い た。更

に 主室 の 東 か ら南 に か け て は ， 広 縁は設け られず直接半

間 の 落縁にな り，
・大 きく土庇が廻 っ て い た 。 又主室 の 天
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図一3 寛永度明正 院御所書院

井は上段， 下段共に 格天井小組 ， 建具は外部 と は 腰 障

子 ， 次の 間境は 襖障子 で仕切 られ ， 欄間 は しげさま に な

っ て い た 。 次 の 間 は 三 間 x 五 問 の 広 さで 北 西 部に 置戸 棚

が設けられ，建具 は 外部 と腰障子 にな り，天井 は棹縁天

井，南側一間縁が化粧屋根裏に な っ て い た 。

　 こ の 様 に 寛文度明正院御所に お ける 書院は ， 主室 の 座

敷飾 の 自由な配置，又広縁を設 けず直接落縁を設 け，大

きく土庇 が 取 られ る 等数寄屋 風書院の 要素を数多 く見 る

事が出来る 。

　延宝度
一

次東福門院御所 は ， 先 の 寛文度造営 の 殿舎が

寛文十三 年 （1673） 五 月九 日鷹司殿 よ りの 出火 に よ り全

焼す る＊ s
。 そ こ で 延宝元年 （1673）よ り作事が行な わ れ ，

延宝 二 年九月 に は 移徙が行なわ れ て い る
＊ 9。 こ の 期 の 東

福門院御所 の 主要殿舎は表対面所 ， 休息所 ， 常御殿 で あ

っ た ＊ 1 °

。 こ の 内休息所 の 平面 は 主 室 ，次 の 間，三 の 間 か

らな っ て い た 。

＊ 11
（図一4）主室 は L 字形の平面で ， 南西

隅 に 問 ロ
ー

間 の 畳 床，付書院，棚が設 けられ ，こ れ らの

座敷飾 は 畳床 を中心 に付書院 ， 棚が
9L
形に配 さ れ て い

た。又主室 の 天 井 は 「格天 井 二 梁 さ し」 と記 され ，次の

間境の 欄間は 「乱間とび入花有」 と記され る か ら， 曼殊

院小院 に 見 られ る 様 な欄間 だ っ た と思わ れ る 。 更 に建具

は 外部 と腰障子 で
， 次の 間とは 襖障子 で 仕切 ら れ て い

た 。 次の 間 は 二 間 × 二 間 の広さで ， 天井は 「格天井 二 梁

さ し」 に な り，三 の 間境の 欄間は 「ス カ シ 有」 と記 され
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図一4　延 宝度次東 福院御所休 息所

る か ら， す か し彫 の あ る板欄間 だ っ た と思わ れ る。又 こ

れら主室 ， 次の間， 三 の 間の 東側は L 形 の縁が設けちれ
t・t／

更に土庇が大きく取られ て い た 。

　又 こ の 東福門院御所 の 休息所 に 関 して は 仕様帳が存在

する ＊12。仕様帳に よ る と柱に つ い て は 「惣色付柱，杉吉

野丸太有，木 され丸太角柱敢合，面付 三 寸 六 分 」 と記さ

れ ， 丸太柱 と角柱 が使 わ れ て い た 事 が わ か る 。 先 の 指図

に も柱 に つ い て丸 と角 の 二 種類で描かれ ， 指図よ り丸太

柱は主室 ， 次 の 間 ， そ れ に 土庇部分 に 使わ れ た 事がわ か

る。又 柱太 さは 三 寸六分 で 通常 の 書院造 の 柱 に 比 べ 細

く， 柱すべ て に色付が 行 な わ れ て い た。更 に 色付 に 関 し

て は仕様帳よ り 「四方志 こ ろ庇 ， 壱間拾八 間色付」 と記

され る か ら 庇部分 に も色付が施 こ さ れ て い た 事 が わ か

る。屋 根 に 関 して は 「梁問三 間 ， 桁行 五 間，南指出壱間

二 弐間，四方志 こ ろ廂壱間 二 拾入間 ， 屋根弐分木賊葺，

軒厚 四 寸……
両妻葺詰 ， む く り屋 根・…・・

」 と記 され ， 寄

棟造，む くり屋根にな っ て い た 。

　延宝度二 次東福門院御所 は，先 の 延 宝二 年造営 に な っ

た殿舎が延宝 四年十二 月 二 十七 日後水尾院御所 の 広御所

よ り出火 して 全焼 し＊ 13 ，新 し く造営が始ま る が，延 宝 五

年十月十
一

日 に は 完成 し ， 移徙 が 行 なわ れ て い る ＊ 14
。 こ

の 時の 主 要殿舎は表対面所 ， 奥対面所 ， 常御殿 か ら な

り，こ の 期 の 奥対面所 が 現在 の 修学院離宮中 の 茶屋 と し

て残 っ て い る ＊’5
。 又 当時の 指図も残 り

＊ 16
， それ に よ ると

平面 は一
の 問 ，二 の 間 ，三 の 間 か ら な っ て い る。（図一5）

一の問は十二 畳で ，
い ろ りが切 られ，北側に間ロ

ー
間の

畳床 と一問半 の 違棚が設 け られ て い る 。特に違棚は 五 段

か ら な り ， 下 に は L 形 の 地袋の 上に更に 三 角の 袋棚を設

け る等凝 っ た意匠 が 施 こ され，釘隠の 意匠 も花車で あ

る。こ の 間は 十畳 に な り，西 に一
間の 菓子棚が設け ら れ

て い た。こ の一
の 間 と二 の間の 南か ら東側に か けて入側

縁が廻 り，更 に 東側 は 落縁 に な り，乱菱 の 高欄が設け ら

れ て い た 。 こ の 様 に 延宝度 二 次東福門院御所 の 奥対面所
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　 注 ；平 面図方位 は すべ て 上が 北 に な る
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は ， 平面の 構成に お い て 書院造 と違い 自由な配置に な

り，更 に 座敷飾 の 配置 ， 意匠 ， 釘隠 ， 高欄の 意匠に数寄

屋 風書院 の 要素が見 られ る 。

　 （3 ）　広 御所一常御殿

　 こ の 殿舎構成に は入 る の は延 宝度
一

次 の 後水尾院御所

と延宝度二 次 の 後水尾院御所で あ る。こ の両院御所には

数寄屋風書院の 要素を備え た殿舎は見られない 。

　以上 の 様 に慶長度 か ら延宝度ま で の 十 四 の 院御所の 殿

舎構成 と数寄屋風書院 に つ い て 考察 した 。 そ の 結果院御

所 に おける 基本的殿舎構成 ， 広御所一小御所一書院
一

常

御殿 の 中で，書院 なる 殿舎 に 数寄屋風書院 の 要素を確認

す る事が出来 る 。

　2．数寄屋 風 書院 の 平面 と機能に つ い て

　院御所 に お ける数寄屋風書院 と して，寛永度後水尾院

御 所 の 書院，寛文度明正 院御所 の 書院 ， 延宝度一次東福

門院御所 の 休息所，延宝度二 次東福門院御所 の 奥対面所

の 四殿舎が明 らか に な っ た。これ らの数寄屋風書院 の 平

面的特徴，な らび に機能 に つ い て 考察す る。

　寛永度後水尾院御所の 書院の 主室 に は座敷飾 として 二

畳 の 隅上段 が 設 け られ ， 更 に 上段 に 畳床，付書院，下段

に は違棚 が 設 け られ て い る し ， 又各部屋 に 座敷飾が見ら

れ る等数多 くの 座敷飾に特徴が 見 られ る 。 しか し室内細

部に っ い て は資料不足 で わ か らない 点が多い 。

　次 の 寛文度明正院御所の 書院は主室 と次 の 間か ら な り

主室 の 座敷飾 は六 畳 の 隅上段 が 設 け られ ，更に 上段 の 北

側に 間 口 二 間 の 床 ， 東側 に 間ロ
ー

問の 櫛形花欄間を もっ

た付書院 と棚 ，それ に 下段 に違棚 が設 け ら れ て い た。こ

の 様に寛文度明正 院御所 の 書院は，先 の 寛永度後水尾院

御所 の 座敷飾 と共通する と こ ろ が数多く見られ る 。 し か

し両院御所 の 書院の 違い は，寛永 度後水尾院御所 の 書院

で は主室 の 外側が広縁だ っ た の に 比べ
， 寛文度明正院御

所 の 書院で は主室 の 南か ら東側 に か けて 直接落縁に な り

大きく土庇が廻 っ て い る事で あ ろ う。

　 延宝度一次東福門院御所の 休息所は ，
一の 間 ， 二 の 間 ，

三 の 間か らな り，一
の 間の 座敷飾 は 間 ロ

ー
間 の 畳床が東

向きに ， 更に こ の床を中心に南側に付書院，西側 に棚 が

工形 に 設け られ て い た 。 こ の 様に座敷飾は数多 く設けら

れ て い る が ， 先 の 寛永度後水尾院御所と寛文度明正院御

所 の 書院 の 座敷飾 に見 られ た 様 な上段 は な く， 更 に座敷

飾 も自由な構成が と られ て い る。こ の 延宝度一次東福 門

院御所 の 休息所は丸太柱，面皮柱が用い られ，一
の 間 ，

二 の 間の 東側 は大 きく土庇 が 廻 っ て い た 。 又
一の 間 と二

の 間 との境の 欄間 は 「乱問 とび 入花有」 が設けられ，二

の間と三 の 間との 境の 欄間は透 し欄間 で あ っ た 。 更に 三

の 間 の 天井 は平 縁 天 井 に な り， 庇 に は色付 が 施 こ され ，

屋根 は む く り屋 根で あ っ た。こ の 様 に 延 宝度
一

次東福門

院御所 の 休息所 は ， 数寄屋風書院の 要素がすべ て現わ れ

て い た と言 え よ う。 先 の 寛文度明 正 院御所 の 書院 で は，

‡庇 ｝ま現われ て い た が，柱 は すべ て角柱で 記 され ， 主室

の 天井は格天井小組になり， 主室 と 次 の 間境の 欄間は

厂し げ さ ま」 に な っ て い た 。 そ うす る と院御所 に お け る

数寄屋風書院の 中で ， 延宝期頃に なる とす べ ての 数寄屋

風贇院の 要素を そ な え た 殿舎が現 わ れ始 め た と見 る 事が

出来る 。

　延宝度二 次東福門院御所の奥対面所は平面の 構成， 主

に おける 座敷飾 の 配置 ， 床 ， 棚 ， 釘隠 の 意匠等 に 数寄屋

風書院の 要素を確認出来る が ， 柱は角柱 に な り，長押が

付け られ て い た 。

　次に院御所に お け る数寄屋風書院の 機能に つ い て 「隔

糞記」 を資料に して考察す る 。 先 に 上げた院御所 に おけ

る数寄屋風書院 の 四 殿舎 の 内 ， 寛永度後水尾院御所の書

院と寛文度明正院御所 の 書院 の 使 わ れ方 が 明 ら か に な

る 。 寛永度後水尾院御所の 書院に つ い て は

　 寛永 二
・
卜年 七 月二 十三 日の 項

　 午後 於仙洞，有御 振舞，予亦被召加也。……御茶済， 仙洞 井

　 御 門主達被 乗御船，池上 数回。　（中略 ）於御書院 御吸物 出，

　 御酒宴数返。

　 慶 安三 年 十二 月十一巨の 項

　 於仙洞 ， 而有御振舞故，斉了 ， 早々 令出京也。（中略）御振舞

　 者御書院，御茶者小御 所也 。

　 承 応二 年三 月十 二 日の項

　 午時，於仙洞而 糸桜之 御花 見有之也 。 （中略）御振舞者御書

　 院。秉 煙，於 糸桜之花下而御酒宴也。後段者，於広御殿 而也。

　 明暦二 年十一月十
一

目の項

　 於仙洞 ， 而御振舞也。　（中略）御 屋敷之 御茶店也。 御掛物，

　 日観筆之葡萄也。御茶済，御鎮守之 御火焚 也。御火焚 済，於

　 御書院，而後段御振舞也。

　 明暦 二 年十
一

月十 入 目の項

　 於仙洞……
（中略）御茶御娠舞被下也。於御書院，御擴舞 御

　 料理 被 下 也。御茶者奥 之御 床 問，道 沖 之墨蹟布 袋之 賛 御掛物

　 也。御 茶済 ， 各御庭歩行見 物。於御書 院，色 々 御菓子 被下，

　 種々 御巻物古筆唐紙致 拝観，各 退出仕也 。

又，寛文度明正院 御所 の 書院に つ い て は

　 寛文 四 年五 月六 目の 項

　 今 日者 法皇，新院 於本院御所 （明正 院 御所）而 御幸 。 於御 書

　 院，而 先切 麦出也。御相伴新院……法皇予有 御双六 五 番 ， 方

　 々 御殿中常御所迄，不残 見物……
e
・・…・則御茶屋，御庭所々

　 不残御供仕也。御振舞亦右之衆御相伴，御茶被点。

以上 の 様 な寛永度後水尾院御所 の 書院，寛 文度明 正 院御

所の 書院 の 使 わ れ方か ら察する と，書院 で は振舞が中心

に 行 なわ れ て い る が，時 に は 明暦 二 年十
一

月 十 八 日 の 様

に種 々 御巻物 ， 古筆，唐紙等の道具拝観も行なわれて い

た と思 わ れ る 。 但 し御茶は御茶屋 で行 なわ れ て い る場合

が数多 く見受け られ る 。

　 ま　 と　 め

　慶長度後陽成院御所 よ り延 宝 度 二 次 の 東 福 門 院御所 ま

で十四 の 院御所 に お け る殿舎構成 と数寄屋風書院， 数寄

屋風書院 の 平面 と機能に つ い て 考察した。そ の 結果，院

御所 に お け る殿 舎構成 は基本的 に は広 御所（対面所）
一
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御所
一書院 （休息所 ， 奥対面所）

一常御殿 で あ り，そ の 内

書院な る殿舎に数寄屋風書院 の 要素が現われ る 事がわ か

る 。 又 こ れ らの 数寄屋風書院 の 平面 に つ い て 共通 して い

る 事 は，主室 に 座敷飾が数多 く設 け られ ， 室内意匠も延

宝度二 次東福門院御所 の 奥対面所 に 見 られ る様に華美だ

っ た事が 予 想 され る。し か し延 宝度
一
次東福門院御所 の

休息所で は座敷飾の 自由な構成は もち ろ ん ， 土庇 ， 色付 ，

丸太柱，平縁 天 井，透 し 彫 り欄間等す べ て の 数寄屋風書

院の 要素が現わ れ て い た 。 こ の 様な特徴を もつ 院御所 の

数寄屋風書院で は振舞を中心 に ， 時に は道具拝観が行な

わ れ て い た 。

　（本報告に御教示下 さい ま した熊本大学教授堀内 清 治

博士 ， 東京工 大教授平井聖博士 に謝意を表 し ます 。

　注

　 （本稿 の 一部 は 「公 家 住宅 に お ける数寄屋 風書 院につ い て 」 日

本建 築学 会大 会学術講 演梗概 集，昭和 50 年 10 月で 発 表 した o ）

　＊ 1 「近世武家住 宅 に お ける 数寄屋 風書院に つ い て
一
大名屋 敷

　　 の 殿舎 構成 と数 寄 屋風書 院」 「近世武家住宅 に お け る 数寄

　　 屋風 書院に つ い て 一数寄屋風書院の平面 と機能一」 と して

　　 日本建築学会 論文 報告集に 投稿中 （日本建築学会論文報告

　 　 集 ，第 263号 予定 ）

　＊2 平井 聖博士 「日本近世住宅の 殿舎平面と配置に 関する研

　　 究」私家版 ， 1961．9

　　 平井 聖博士 「日本の 近世 住宅 」鹿 島出版 会，昭和 43年

　＊3 平井　聖博士編 「中井家 文書 の 研究，第一巻」中央公論美

　　 術出版，昭 和 51年

　　　 寛永五 年二 月六 日幕府駒井親直お よ び 徳山 直政を上方 目

　　付 と し ， 御所造営を監せ しむ 。 （大猷院殿御実紀）

＊ 4 同上 （＊3）寛永七 年十二 月十
一日新造御所 に移御せ ら る。

　　 （実条 公紀）

＊5 同 上 （＊3） 「寛 永度後水尾 院御所並 東福門院御所」 等寛永

　　度 後水尾 院御所 の 指図が 紹介され て い る。
＊6 同 上 ひ3）方治四 年 （寛文元 年）一月十五 日，二 条光平第

　　 よ り出火 ， 延焼 し て ， 御文庫 ， 御蔵 以外全 焼す ， 仍 っ て 岩

　　倉御所 に御幸せ ら る 。 （隔巽記） （内匠寮本）

＊7 同上 （＊3） 「寛文度明正 院御所」 の 指図が 紹介され て い る。
＊8 寛文十 三 年 （延 宝元年 ）五 月九 目鷹司房輔第よ り出火 ， 延

　　焼 して 御所全焼す，仍 っ て二 条光平 第に 御幸す。（重房 宿

　　彌記）　　　　　　　　　 ・

＊9 延宝二 年九 月十 九 H 新造御所 に 移徒せ らる。（尭恕 法親 王

　 　 記）

＊10 「延宝二 年女院御所様御指図」 （宮内庁書陵部蔵）

＊11 結 城英 嗣 「延 宝度 1次造営 女院 御所 の 御休所 につ い て 」 日

　　本建築 学会大 会学術講演梗概集，昭和 50年
＊12 「延宝二 年女院御所様御作事御造作帳 仕様帳 」 （宮 内庁 書陵

　 　 部蔵）

＊13 延宝四 年十二 月二 十 七 日法皇御所 よ り出火 ， 延焼 して 御所

　　全焼す。仍って 二 条 光平 第に 御 幸，仮 殿 と為 す。（尭恕法

　　親 王記 ）

＊14 延宝五年十 月十
一日新造御所に移 健せ らる。（基熙公 記）

＊ 15 森　　蘰博士 「修学 院離宮」創元社 ，昭和 30年

　　森　　蘊博士 「修学院離宮の 復原的研究」養徳社 ， 昭和 29

　　年

　　太 田博太 郎博士編，平 井 　聖 博士，他 「日本建築史基 礎資

　　料集成書院H　（修学院離宮中御茶屋客殿）」 中央公論美術

　　出版，昭和 49年

SYNOPSIS

U ．口 ．C ．72 ．03 二 728 。03

　　　　　　　　0N 　 THE 　 RUSTIC 　 STYLE 　 SHOIN 　AT 　 THE 　 EX −EMPEROR ’S

PALACE 　IN 　THE 　EARLY 　EDO −PERIOD

by　TAKASHI 　KITANO ，　Lecturer　of 　Kumamoto 　Univ．
　 Member 　of　A ，1．L

　 It　 contains 　the　d孟scussions 　about

　 I。　On 　the 　disposition　 of 　buildings　 and 　the　ru8tic 　s ¢yle 　shoin 　i耽 the　ex ・emperor °
8　pa 且aee ・

　The 　ex −empero ゼs　palaces 　had　been　consisted 　of 　Hiro．Gosho ，　Ko −Gosho，　Shoin　and 　Tsunegoten．　 In　these 　 bui【ding3，
the　elements 　of 　the　 nlstic 　 style 　 shoin 　appeared 　in　Shoins．
　 II．　On 　the 　p阻an 　 and 　funetion 　of 　tho 　ru 區tic　sty 且e 臨hoin 　in　the　eコ【・emPeror ’

s　Ptilace・

　At　the　 early 　edQ −period ，　the 　Shoin　had　been　decorated　with 　TokQ ，　 Tana ，　 Tsロke−shoin 　 and 　Jδdan （the　 upper 　seat ）．

and 　they 　were 　used 　mainiy 　for　the　entertainment ．正n 　about 　Enpo ロ
．period （A ．D ．1673〜1680），　 all　the　elements 　of　the

rustic 　 s亡yle　shoin 　appeared 　in　these 　Shoins．
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